小春日和の 睡 さったら ない。 白い 壁 をめ ぐらした 四 

角い 部屋の 中に 机 を 持ち こんで、 ボン ャリと 肘 をつ い 

ている。 もう 二 時間 あまり もこう やって いる。 身体が 

ジ クジ ク と 発酵し て きそう だ。 

白い 天井に は、 黒い 蠅が 停って いる。 停って いるが 

すこしも 動かない。 生きて いるの か、 死んで いるの か 

それとも 木乃伊に なって いるの か。 

それにしても、 蠅が 沢山い る ことよ。 おお、 みんな 

で 七 匹 もい る。 この 冬の 最中に、 この 清潔な 部屋に、 

天井から 七 匹 も蠅が ぶら 下って いて それでよ いので あ 

) ) ^ o 

ろう 力 



「あの ゥ、 先生。 I -」 

うしろ 

と 背後で 声が した。 

ク リシ マ 博士 は、 顕微鏡から 静かに 眼 を 離した。 そ 

うず 

のつ いでに、 深い 息をついて、 椅子の 中に 腰 を 埋めた 

まま、 背の び をした。 

「あの ゥ、 先生」 

「む。 —— 」 

らん 

「あの 卵 は、 どこかに お仕舞いで しょうか」 

「卵と いうと 」 

「先日、 あちらから お持ち かえりに なりました、 ァノ 



駝鳥の 卵 ほど ある 卵で ございま すが …… 」 

「ああ、 あれ か」 と 博士 は 始めて 背後へ ふりかえった。 

そ - J に は 白い 実験 衣 を つけた 若い 理 学士が 立 つていた。 

「あれ は —— 、 あれ は 恒温 室へ 仕舞って 置いた ぞォ」 

「あ、 恒温 室 …… 。 ありがとう ございました。 お 邪魔 

をし まして 」 

「どうす るの か」 

「はい。 午後から、 いよいよ 手 をつ けて みょうと 存じ 

まして」 

「ああ、 そうか、 フン フン」 

うなず 

博士 はたい へん 満足そう に肯 いた。 助手の 理 学士 



うやう や あしおと 

は、 恭しく 礼 をす ると、 跫音 もた てずに 出て いった _ 

彼 は ゴム 靴 を 履いて いたから …… 。 

そこで ク リシ マ 博士 は、 再び 顕微鏡の 方に 向いた。 

そして プレ パラ ー トを すこし 横へ 躪ら せる と、 また 

接 眼 レンズに 一 眼 を 当てた。 

「あの ゥ、 先生」 

「む。 —— 」 

また やって来 たな、 どうしたの だろうと、 博士 は 背 

後 を ふりかえって、 助手の 顔 を 見た。 

「あの ゥ、 恒温 室の 温度 保持の ことで ございま すが、 

唯今 摂氏 五十 五 度に なって 居ります が、 先生が ス イツ 



チを お入れに なった ので ございま しょうか」 

「五十 五 度 だネ。 …… それでよ ろしい、 あの タン ガニ 

力 地方の 砂地の 温度が、 ちょうど そのく らいな の だ。 

持って来た 動物 資料 は、 その 温度に 保って 置かねば 保 

存に 適当で ない」 

「さよです か。 しかし 恒温 室内から ピ シピシ という 音 

が 聞え て 参ります ので、 五十 五 度 は あの 恒温 室の 温度 

として は、 す こ し 無理 過ぎ はし ま いかと 思 いますが • . . 

〜」 

「な ー に、 そり や 大丈夫 だ。 あれ は 七十 度まで 騰げて 

い い 設計に なって いるの だから ネ」 



「は ァ、 さよです か。 では …… 」 と 助手 は ペコ ンと頭 

を 下げて、 廻れ 右 をした。 

せっかく こわ 

博士 は、 折角の 気分 を、 助手の ためにす つかり 壊さ 

れて しまったの を 感じた。 といって 別に それが 不快と 

いうので はない。 ただ 気分の 断層に よって、 やや 疲れ 

を 覚えて 来たば かりだった。 

博士 は、 白い 実験 衣の ポケット を 探る と、 プライ^ -— 

の パイプ を 出した。 パイプに は、 まだ ミツ キス チェア 

が 半分 以上 も 残って いた。 燐寸を 擦って 火 を 点ける と、 

ス パス パと 性急に 吸いつ けてから、 背中 をグッ タリと 

椅子に 凭れ かけ、 あと はプ カリ プ カリと 紫の 煙 を 空間 



に 噴いた。 

(探険 隊の 一 行が、 タン ガニカ を 横断した とき は …… ) 

と 博士 は、 またしても 学者と しての 楽しい 憶い 出 をう 

かべて いた。 

タン ガニ 力で、 博士 は 奇妙な 一 つの 卵 を 見付けた の 

だった。 助手が さきほど も、 駝鳥の ような 卵と いった 

たんこうしょく 

が、 全く それく らい もあろう。 色 は 淡黄色で、 ところ 

かいはくしょく はんてん 

どころ に 灰白色の 斑点が あった。 それ は 何の 卵で あ 

るか、 ちょっと 判り かねた。 なにしろ、 この 地方 は、 

前世紀の 動物が 棲んで いると も 評判のと ころ だ つたの 

で、 ひょっとすると、 案外 掘り だしもの かも 知れない 



ま +6 こ 

博士 は 驚いて 戸口の 方へ 歩 を搬ん だ。 扉に 手 を かけ 

ようとす ると 扉の 方で ひとりで パッと 開いた。 —— そ 

つちいろ 

の 向こうに は、 助手の 理 学士の 土色の 顔が あった。 し 

かも 白い 実験 衣の 肩先が ひどく 破れて、 真 赤な 血潮が 

見る見る 大きく 拡が つてい つた。 

「ど、 どうしたの だッ」 

「せ、 せんせい、 あ、 あれ を 御覧なさい」 

ふる おもてどおり 

ブル ブルと 顫ぅ 助手の 指先 は、 表 通に 面した 窓 を 

指した。 

まどぎわ ガラス 

博士 は 身 を 翻して、 窓際に 龃 けつけ た。 そして 硝子 

を 通して、 往来 を 見た。 



新築の 邸宅になる なんて、 世の中 は 面白い もの だナ」 

ひとりごと 

彼 は 満足そう に 独 言 を 云って、 白い 壁に めぐらさ 

れた 洋風 間に 持ち こんだ ベ ッドの 上に 長々 と 伸びた。 

てんじょう 

真白な 天井だった。 新しい というの は、 まことに 気 

持が いい もの だ。 蠅が 一匹 止まって いる。 それさえ 何 

となく、 ホ— ム • ス ウイ ） r • ホ— ムで、 明朗 さ を 与 

える ものの ように 思われた。 蠅の やつ も、 恐らく 伸び 

う らら さかさま ねむ 

伸びと、 この 麗 かな 部屋に 逆様に なって 唾って いる 

ことであろう。 

彼 は うらら かな 生活 を しみじみと 味わって、 幸福感 

ひた へんたいてき 

に 浸った。 いままでの 変態的な 気持が だんだん 取れて 



の ものに、 よくも 今まで 気がつかなかった もの だと 感 

心した くらいだ つ た。 

目賀 野千吉 は、 彼の 決心 を 早速 会主に 伝達した。 

「ああ、 お嫁さん なの …… 」 

うなず 

と 会主 は 大きく 肯 いてみ せた。 

「いいのが ある ヮ。 あたしの 遠縁の 娘 だけれ ど。 丸 ぼ 

ちゃで、 色が 白く つて、 そり や 綺麗な 子よ」 

「へえ！ それ を 僕に くれます か」 

「まあ、 くれる なんて。 貰って いただ くんだ わ。 ほほ 

ま H.0 」 

と 会主 は 吃驚す るよう な 大きな 顔で 笑 つ た。 



彼 は 不図 そんな こと を 思った。 しかし それだけ では、 

一 向 彼 を 昂奮に 導く に は 足りなかった。 

「なにものか、 自分 を 曰 § 奮 させて くれる ものよ、 出て 

来い！」 

しつよう 

彼 はなお も 執拗に、 心の中で 叫んだ。 

「そうだ。 あれし かない。 古い 手 だが、 暫く 見ない。 

あれ を またす こし 見れば、 なんとか すこし は 刺戟が あ 

るだろう」 

彼 は 昔の 秘密の 映画 観賞 会の こと を 思い出し たの 

だった。 

(三 ヶ月ぶ リだ。 …… ) 



ンの 上に うつし 出された ではない か！ 

「呀 ッ。 II 」 

ひとこと ぼうぜん 

と 彼 は 一言 叫んだ なりに、 呆然と してし まった。 

(何故だろう。 何故だろう) 

いきどお おどろ はじ おそ 

彼 は 憤 るよりも 前に、 まず 駭き、 羞 らい、 懼れ、 

転がる ように 会場から 脱け 出で た。 そして 自分の 部屋 

に 帰って来て、 安楽椅子の 上に 身 を 抛げ だした。 そし 

て やっとす こし 気を取り直した のだった。 

(何故だろう。 あの 怪 映画 は、 自分た ちの 楽しい 遊戯 

を 上の 方から 見下ろす ように 撮って あった。 一体 どこ 

から 撮った ものだろう。 撮る といって、 どこから も 撮 



れ るよう な もの はない のに …… ) 

と、 彼 はいぶ かしげに、 頭の 上 を 見上げた。 そこに 

は、 依然として 真新しい 白壁の 天井が あるつ きりだつ 

た。 別に どこと いう 窓 も 明いて いる 風に 見えなかった _ 

ただ 一 つ、 気になる といえば 気になる の は、 前から 相 

も 変らず、 同じ 場所に ポッン と 止ま つ ている 黒い 大き 

ぃ蠅が 一 匹であった。 

「どうしても あの 蠅だ。 なぜ あの 蠅 だか 知らないが、 

ほか 

あれより 外に 怪しい 材料が 見当らない の だ！」 

そう 叫んだ 彼 は、 セ オリ— を 超越して、 梯子 を 持つ 

てきた。 それから 危ぃ腰 付で それに 上る と、 天井へ 手 



を 伸ばした。 蠅は 何の 苦 もな くた ちまち 彼の 指先に、 

とら て ざ わ 

捕えられた。 しかし なんだか 手触りが ガサ ガサで あつ 

て、 生きて いる 蠅 のよう でなかった。 

「おや。 —— 」 

てのひら しさい み 

彼 は 掌 を 上に 蠅を 転がして、 仔細に 看た。 ああ、 

なんという ことであろう。 それ は 本当の 蠅 ではな かつ 

た。 薄い 黒紗で 作った 作り物の 蠅 だった。 天井に へば 

りついて いたた めに、 下から は 本当の 蠅 としか 見えな 

かった の だ。 だが 誰が 天井に へばりつ いている 一匹の 

ほんもの にせもの 

蠅を、 真物 か 偽物 かと 疑う ものが あろう か。 

(誰が、 なんの 目的で、 こんな 偽蠅を 天井に 止まらせ 



て い つたの だろう！) 

彼 は 再び 天井 を 仰いで みた。 

「おや、 まだ 変な ものが ある！」 

よく 見る と、 それ は蠅の 止まって いたと 同じ 場所に 

明いて いる 小さな 孔 だった。 どうして 孔が 明いて いる 

のだろう！ 

その 瞬間、 彼 は ハツと 気がついた。 

「畜生！」 

そう 叫ぶ と 彼 は、 押入の 扉 を 荒々 しく 左右に 開いた。 

くぐ 

そして 天井裏へ 潜り こんだ。 そこで 彼 は 不可解だった 

謎 をと くこと が 出来た。 あの 孔の 奥に は、 巧妙な 映画 



X 光線で さえ 一 ミリの 鉛板 を 貫き かねる のに、 人造 

宇宙線 は 三十 センチの 鉛板 も 楽に 貫く。 だから 鉄の 扉 

や コンク リ ） ^の 厚い 壁 を 貫く ことなん か 何でもない 

人間の 身体なん かお 茶の 子 サイ サイで ある。 

どこから 飛んで くる か 判らない 宇宙線 は、 その 強烈 

な 力 を 発揮して、 人間の 知らぬ 大昔から、 人体 を 絶え 

間な くプス リブス リと 刺し貫いて いるの だ。 或る もの 

は、 心臓の 真中 を 刺し貫いて ゆく。 また 或る もの は 

ら ん そう せいちゅう かす 

卵巣の 中 を剌し 透し、 或る もの はまた、 精虫 の 頭 を 掠 

おびた だ 

めて ゆく。 こう 言って いる 間 も、 私たちの 全身 は 夥 

しい 宇宙線で もって プス リブス リと 縫われて いるの だ _ 



気分 もす こし 直って 来たので、 起き 上ろうかと 思って 

いると、 其 所へ 友人が 呼んで くれた 医師が 診察に 来て 

くれた。 

その 診察の 結果 を これからお 話しようと 思う ので あ 

るが、 読者 は 信じて くれる かどう か。 多分 信じて 貰え 

まいと 思う。 とい つて これが 話さずに いられよ うか。 

いま 私 は 起き 上って、 蠅の 入った 壜を 手に とって 見 

ている。 あれから 三 四時 間の ちの ことで あるが、 二つ 

がぜん 

頭の 蠅が、 俄然 五 匹に 殖えて いる。 異変 は 続々 と 起つ 

はんしょく 

ている の だ。 そして 生物学 的に みて、 何とい う 繁殖 

.ly さ ま 

の 凄じ さであろう か。 何とい う 怪奇な 新生児で あろ 



いま 

ああなん という 忌 わしき、 また 恐ろしい ことで はない 

か。 男性に して 妊娠した というの は、 私が 最初だった 

であろう。 なぜ 妊娠した か。 その 答え は 簡単で ある。 

I この 研究室に 棚曳 いている 宇宙線が 私の 生理 状態 

を 変えて しまって、 そして 妊娠と いう 現象が 男性の 上 

に 来たの だ。 

私が 生物学者 だったら、 この 壜の 中の 蠅が卵 を 生ん 

でい ると きに、 既に 怪異に 気がつくべき だった。 何と 

めす 

なれば、 その 卵 を 生んで いる 蠅は、 いずれも 皆 雌で は 

おす 

なく、 実に 雄だった ので ある。 そして その 雄から、 あ 

の 畸形な 子蠅が 生れて きたの だ。 



並居る 幕僚 は、 思わず ハツと 顔色 を 変えた。 そして 

めいめい まなこ 

銘々 に 眼 を ギヨ 口つ かせて、 室内 を 見廻した。 もし 

やそこに、 見馴れない 新兵 器が いつの 間に やら 搬びこ 

まれて いはしまい かと 思って …… 。 

「やや ッ、 ここに 変な ものが ある ぞ」 

幕僚の 一 人、 マレ ウス キ— 中尉が 突然 叫んだ。 

「ナナなん だ つ て？」 

一 同 は 長靴 をガ タガタ 床に ぶつ つけながら 中尉の 方 

すみ テ I ブル 

を 見た。 彼 は 室の 隅の 卓子の 上に、 手の ついた 真黒い 

四角な 箱 を 発見した の だ。 

「こッ これ だッ。 怪し いのは …… 」 



べんとうや でまえもち 

「あ ッはッ はッ。 それ ァ 弁当屋の 出前 持の 函 なんだ。 

多分お 昼に 食った 俺の 皿が 入つ ている だろう」 

「なんだ つて、 弁当の 空か？」 

「どうして、 それが こんなと ころに あるの か」 

r ィャ、 さっき 弁当屋の 小僧が 来た 害なん だが、 持つ 

て ゆく の を 忘れた の じゃあるまい かの ゥ」 フヨ ー ドル 

参謀 は 云った。 

「忘れて ゆく と は 可笑しい、 中を検 ベて みろ」 

「早く やれ、 早く やれ ッ」 

「ょォ し」 と フヨ ー ドル 参謀 は 進み出た、 「じ や 明ける 

ぞォ」 



「おや、 貴様 は 何者か ッ」 

「誰の 許し を 得て 入って 来た か」 

将校た ちに 詰め よられた 少年 は、 眼をグ ルグル 廻す 

ばかりで、 頓に 返辞 も 出せなかった。 

「オイ、 許して やれよ」 フヨ ー ドル 参謀が 声をかけた、 

はく ぐん 

「いくら 白 軍の 新兵 器が 恐ろしい といった つて、 あま 

ろう ま 、- 

り 狼狽し すぎる の はよ くない …… 」 

「なに ッ」 

「そり や、 弁当屋の 小僧 だよ」 

「弁当屋の 小僧に しても …… 」 

おどか 

「オイ 小僧、 ブロ — ニン グで 脅 されない うちに、 早く 



あの 蠅は 弁当屋の 出前の 函 にいた もので はない という 

証明が できる。 さァ そう なれば、 あの 蠅は 一体 どこか 

ら やって来た のだろう か。 もしゃ それ は 一種の 新兵 器 

ではない かと …… 」 

「ぁッ は ッはッ はッ」 と 参謀 フヨ— ドル は 腹 を 抱えて 

笑い出した。 「君の 説 はよ く 解った。 そういう 種類の 

説 は 昔から 非常に 簡単な 名称が 与えられて いるの だ。 

か いぎ 

曰く、 懐疑主義と ネ」 

I-IJ まん 

「ィャ 参謀、 それ は 粗笨な 考え方 だと 思う。 一体 この 

きわ 

室に 蠅 などが 止まって いると いうの が 極めて 不思議な 

ことで はない か。 ここ は 軍団長の 居らる る 室 だ。 こと 



をして いたから である。 その 翅の 特異な 振動から、 殺 

人 音波が 室内に ふりまかれて いるので あった。 白 軍の 

新兵 器、 殺人 音波 は、 実に この 蠅 から 放射され ていた 

ので ある。 

蠅は 死にそう でいて、 中々 元気であった。 人間が 死 

んで、 蠅が 死なな いのはお かしい が、 もし 手に とって、 

顕微鏡 を 持つ まで もな く 肉眼で よく 見るならば、 この 

蠅が 唯の 蠅で はなく、 ロボット W である こと を 発見し 

たであろう。 

この 精巧な ロボット 蠅は、 弁当屋の 小僧が 持って来 

て、 壁に とりつけ ていった ものだった。 蠅が 止まって 



しっそう 

(妻が 失踪して から、 もう 七日になる) 

彼 は 相 変らず 無気力な 瞳 を 壁 の 方に 向けて、 待つ ベ 

からざる もの を 待って いた。 腹 は 減った というよりも 

うめぼし だい 

もう 減リ すぎて しまった 感じで ある。 胃袋 は 梅干 大に 

縮小して いる ことであろう。 

妻 を 探しに ゆく なんて、 彼に は、 やりとげられる こ 

とではなかった。 外 は どこまでも 続いた 密林、 また 密 

林で ある。 人間と いえば 彼と 妻と きりし か 住んで いな 

い。 食いつ めて、 虐げられて、 ねじけき つて 迪 りつい 



いった。 風 もど こかへ 行って しまった。 

うすび 

やがて また ホン ノリと、 薄 陽が さしてき た。 彼 はま 

だ 身体 一 つ 動かさず、 破れた 壁 を 見詰めて いた。 雨が 

あが 

上ったら、 どこから か 妻が キイ キイ 声 を あげながら、 

小屋へ 蚯 けこんで くるよう に 感じられた。 だが それ は、 

くす 

いつもの 期待と 同じように、 ガラ ガラと 崩れ落ちて 

いった。 いつまで たっても キイ キイ 声 はしなかった。 

壁 を 見詰めて いる 彼の 瞳の 中に、 なんだかこう 新し 

き：；. i< 

い 気力が 浮んで きたよう に 見えた。 壁に、 どうした も 

のか たくさんの 蠅が 止まって いる。 一匹、 二 匹、 三 匹 

と 数えて いって、 十 匹まで 数えた が、 それから あと は 



嫩 になった。 十 匹 以上、 まだ ワンワンと 居た。 

(どうして 蠅が、 こう 沢山 居る のだろう) 

彼 はよう やく 一 つの 手頃な 問題に とりつい たような 

気がした。 別に 解けな く ともよい。 気に入る 間 だけ、 

の あめだま 

舌の 上に 載せた 飴玉の ように、 あっちへ 転がし、 こつ 

ちへ 転がして いればい いの だ。 さて、 蠅 がどうし てこ 

ん なに 止ま つ ている のか。 

(ゥ ン、 そうだ …… ) 

そうだ。 蠅 はさつ きまで 一匹 も 壁の 上に 止まって い 

たように 思われない。 蠅が 急に 壁の 上に 殖えた の は、 

さ つき ご う う 

先刻の 豪雨が あってから、 こっちの こと だ。 



(そうだ。 雨が 降って、 それで 蠅が 殖えた の だ。 どう 

して 殖えた の だ？) 

ガラスいた 

窓に は 硝子 板 なんても のが 一 枚 も 入って いなかった。 

板で 作った 戸 はあった けれど、 閉めて なかった。 この 

窓から、 あの 蠅が 飛び こんで きたのに 違いない。 しか 

し 飛び こんで くるとしても、 この 夥 しい 一 群の 蠅が 

押しよ せる なんて、 彼が この 小屋に 住む ようになった 

一年 この 方、 いままでに 無い ことだった。 

(なぜ、 今日に 限って、 この 夥しい 蠅の 一群が 飛び こ 

んで 来たの だ。 どこから、 この 夥しい 蠅が 来たの だ) 

彼の 眼 は 次第に 険悪の 色 を 濃く していった。 



どこから 来たの だ、 この 夥しい 蠅群 は！ 

「ああ ッ。 —— 」 

と 彼 は 叫んだ。 

「この 蠅が 来る ために は、 この 家の外に、 なに か蠅が 

沢山た かってい る 物体が あるの だ。 雨が 降って —— そ 

して 蠅が 叩かれ、 あわてて こ の 窓から 飛び こんで きた 

の だ。 そうだ そうだ、 それで 謎 は 解ける！」 

彼 は爛々 たる 眼で 見入った。 

おびた だ 

(だが、 その 蠅の 夥 しくた かってい る 物体と いうの 

は、 一体なに ものだった ろう) 

彼 は 急に 落着かぬ 康子 になって、 ブル ブルと 身体 を 



「あ ヮヮ …… 」 

ひるがえ 

彼 は 身 を 翻 すと、 部屋の 隅に 小さくな つた。 まる 

で 蜘蛛の 子が 逃げ こんだ ように。 

n ッ、 n ッ、 コッ。 

又もや 気味の 悪 い 叩 音が 聞え る。 

彼 は 死んだ ようになって、 息 を ころした。 

そのと き 扉の 外で、 ガチャ リと 音が した。 鍵の 外れ 

るよう な 音であった。 そして ィキ ナリ、 重い 扉が 外に 

つめえ リ いかめ 

開いた。 その外に は 詰 襟の 制服に 厳しい 制帽 を 被つ 

きょだいかん 

た 巨大 漢と、 もう 一人 背広 を 着た 雑誌 記者ら しいのと 

が 肩 を 並べ て 立って いた。 



リ よ うが ん 

ある 両眼 はギラ ギラと 輝き、 おそろしい 羽ばたきの 

音が、 私の 頰を 強く 打った。 それでも まだ 蠅は グング 

ンと 大きくなる。 こんなに なると、 蠅の 生長して ゆく 

のが ハツ キリ 目に 見えた。 私 はすつ かり 恐ろしく なつ 

た。 

わし 

蠅の 身体が、 やがて 鷲ぐ らいの 大きさになる の は、 

間の ない ことで あろうと 思われた。 

ゆうよ 

(これ はもう 猶予すべき ときで はない。 早く 叩き殺さ 

ねば 危 い！) 

あわ 

なに か 適当の 武器 もがな と 思った 私 は、 慌てて 身辺 

を ふりかえ つたが、 そこに は バット 一本 転がって いな 



お ぢ ろ うま % 

私 は 二度の 大 狼狽に 襲われた。 

「これ ァ いかん！」 

こうな つて は、 一秒 も 争う。 私 は 神 を 念じ、 痛い 顎 

の 骨 を 折って、 あたり を 見 まわした。 そのと き 天の 助 

け か、 目につい たの は 一個の 薬壜 だった。 青 レッテル 

を 貼 つ た 縮小 液の 入つ た壜だ つ た。 

「そうだ。 あれ を 飲めば、 身体が 小ち やくなる ぞ！」 

さき つば 

私 は 指の 尖端に 唾 をつ けて、 その 青 レッテルの 壜を 

へばりつ けた。 それから 爪の 先で、 いろいろ やって み 

せん 

て やっと 栓を 抜いた。 

「さあ、 しめた ッ」 



仔蠅 にして は、 何とい う 大きな 巨獣 (？) になった 

のであろう か。 

その 恐ろしい 仔蠅 は、 しずしずと 私の 方に 耻 りよつ 

たんしょうとう 

てきた。 眼 玉が 探照灯の ように クル クルと 廻転した。 

地鳴りの ような 怪 音が、 その 翅の あたりから 聞え てき 

た。 蓮 池の ような 口吻が、 醜く ゆがむ と共に、 異臭の 

ある 粘液が タラ タラと 垂れた。 

「ぎ や ー ッ」 

私の 頭の 上から、 その ム カム 力す る 蓮 池が 逆さまに 

なって 降って 来たの だ。 私の 横腹 は、 銃剣の ような 蠅 

つめ 

の 爪で プスリ と 刺しと おされた。 



「ぎ や— ッ。 —— 」 

そこで 私 は 何にも 判ら なくなって しまった。 その 仔 

蠅に 食われた こと だけ 判って いた。 不思議に も、 何時 

まで も J! 時まで も 記憶の 中に ハツ キリ 凍りつ いて 残つ 

ていた。 
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